
スタートの合図でまず飛び出したのは
小澤選手。美しいフォームでぐんぐん
と差をつけていきます。ゴール直前では
意地の走りを見せてくれました。
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http://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1332/HP 

網走

北見
深川

士別

7/4（水）
第1戦

7/7（土）
第2戦

7/11（水）
第3戦

7/14（土）
第4戦

水ホクレン
第3戦となる深川大会当日は
目の覚めるような青空。
選手が冷たい雨の降る網走市に到着した
一週間前に比べると13℃もの
気温差があります。
そんな中、気温、湿度、風速を全身で感じ
ながら1秒の壁に挑む6名の選手たち。
さあ、静かな闘いのスタートです。

7月11日、快晴。

小澤 夏美 3000m 4位

9分30秒79
Ａ組

▼
▼
▼

小井戸 涼 3000m 5位

9分32秒17
Ａ組

▼▼▼

種目3000m



伊坂 菜生

3000m 15位

9分52秒35
Ａ組

▼
▼
▼

佐々木 芽衣 3000m 14位

9分45秒43
Ａ組

▼▼▼

日立製作所女子陸上競技部事務局

新名 風花

3000m 17位

10分31秒85
Ｂ組

▼
▼
▼



種目10000m

鈴木 千春

10000m 4位

33分36秒93
Ｂ組 ▼

▼
▼

刻一刻と変化する深川の気温。
日差しが体力を奪う中、必死に食らいつく選手たち。
その視線の先には自己の記録更新への道が続いて
いました。

記録更新に向けて。

鈴木選手の同期のＯＧ高橋さきさんが
応援に駆けつけてくれました。


